
S P E A K E R

後藤  有志
(株)ステラ　代表取締役

(社)日本口腔インプラント学会　認定インプラント専門歯科技工士

(社)日本顎咬合学会　認定歯科技工士

(社)京都府歯科技工士会　専務理事

抄録

近年、歯科技工のデジタル化は急速に進み、CAD/CAMシステムは日常臨床に欠かせない存在となりつつあります。しかし、

機器を導入するだけで、すぐに臨床の質や生産性が向上するわけではありません。

より高精度で安定した補綴装置の製作と、複雑化する臨床ニーズへの対応を目的として、歯科用CADソフトウェアおよび加

工機を導入しました。導入当初は、設計方法や加工条件、材料特性への理解、従来の技工作業との使い分けなど、さまざまな

課題に直面しました。その一方で、試行錯誤を重ねながらデジタル技術を実際の臨床に取り入れることで、作業工程の効率化

だけでなく、設計の再現性や品質の安定、歯科医師との情報共有にも大きな変化が生まれました。

本講演では、実際の症例やワークフローを通して、歯科用CADソフトウェアと加工機の臨床での活用法を紹介します。ま

た、デジタル技術の利点だけでなく、導入後に見えてきた課題や、アナログ技工との適切な使い分けについてもお話しします。

これからデジタル化を検討する方、導入した機器をさらに臨床へ活かしたい方にとって、日々の技工作業を見直す一助となれ

ば幸いです。

会　費 歯科技工士会 会員 無料

会員外 歯科技工士 3,000円

その他のご参加 5,000円

申込締切 2026年10月31日（土）

振込先 京都中央信用金庫　御池支店

普通　0777020　ゴトウクニユキ

お申し込み

左のQRコードから

申込フォームにアクセスし

お申し込みください。

主催　一般社団法人 京都府歯科技工士会

〒604-8441 京都市中京区西ノ京西中合町59-3 宏栄ビル2階203号

お問い合わせ

TEL 075-821-7270　FAX 075-821-7278

一般社団法人  京都府歯科技工士会

学術講演会

T H EM E

デジタルソリューションの
臨床応用

2026年11月14日 土 18:30〜20:30

会場：キャンパスプラザ京都　第3会議室

京都市下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町939（JR京都駅 西へ徒歩約5分）


